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　香美市には、石仏のミニ

八十八ヶ所参りが香北町と

物部町に３グループずつあ

る。今回は、旧美良布村の

八十八ヶ所（韮生野～岩改）

を探訪してみよう。

　旧美良布村の八十八ヶ所

は、『土佐の日光』と言わ

れ、大川上美良布神社境内

裏に四国八十八ヶ所霊場の

１番から１４番までの石仏

が並んでいる。霊場の石仏はすべて舟形向背の薄肉

彫りで、１番霊場の石仏には「一　ん　志やか如

来」と書かれている。現代文に直すと「一ばん　

しゃか如来」で、石仏

に書かれている文字は

変体がなや、旧かな使

いで書かれており、明

治初年に建立されたも

のと思われる。

　美良布の善正院の境内には、１５番から２８番の

石仏が並んでいる。善正院は明治３０年に現在の

位置に移され、当時は天台・真言・修験の三宗合

一教を説く寺院であった。

　太郎丸大師堂には、２９番から４７番までの石仏

があり、７ヶ所霊場巡り（※）の名残か２９番か

ら３４番までは特別に立派な石仏である。

　JRバス釈迦堂前から

南に進むと釈迦堂・大

師堂・子安地蔵の３堂

が谷の両側に祭られて

おり、４８番から５９番

までの石仏がある。現

在も、旧歴の４月８日

に『お釈迦様花祭り』が行われている。

　橋川野の薬師堂境内には、６０番から６４番まで

の霊場の石仏が祭られており、萩野の地蔵堂には

６５番から７６番までが祭られている。

　北岩改地蔵堂の境内には榧の大木があり、その

下に７７番から８８番の１２霊場石仏が祭られている。

境内には中世石仏２体と五輪塔の残欠があり、地蔵

堂を祭っていた事が分かる。江戸時代には観音堂

が南岩改にあり、現在は一緒に祭られている。

　明治初年、神仏分

離令廃仏毀釈により、

八十八ヶ所の寺の多

くも廃寺になってい

た頃、この霊場巡り

もできたようである。

（香美史談会）

※明治から昭和初期によく行われた、２８番から

　３４番の霊場巡りを７ヶ所霊場巡りという。２８

　番から３４番は比較的近くにあるため、交通機

　関の発達していない時代に気軽に行われた。

◆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
＆
コ
キ
ー
ズ

演
奏
会

　

ビ
ュ
ー
テ
ィ
＆
コ
キ
ー
ズ
の

演
奏
会
が
昨
年
に
続
き
行
わ
れ

ま
す
。
今
回
は
、
４
部
構
成

で
、
合
唱
の
ほ
か
ピ
ア
ノ
演

奏
・
『
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ

う
コ
ー
ナ
ー
』
も
あ
り
、
約
20

曲
を
演
奏
し
ま
す
。

※
コ
キ
ー
ズ
は
、
平
均
71
歳
の

男
性
５
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
。
グ
ル
ー
プ
名

は
古
希
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
14
日
（
日
）

14
時
30
分
開
演

【
場
所
】
市
立
中
央
公
民
館

※

入
場
料
無
料

【
演
奏
予
定
曲
】

さ
く
ら
さ
く
ら
・
朧
月
夜
・
よ

さ
こ
い
・
箱
根
八
里
・
少
年
時

代
・
昴
・
椰
子
の
実
・
群
青
・

君
と
い
つ
ま
で
も
・
白
い
ブ
ラ

ン
コ
・
遠
く
へ
行
き
た
い　

他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
谷　

誠
郎
☎
52

・

４
８
３
２

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
仲
間
募
集

　

私
た
ち
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ

ー
ム
の
「
フ
レ
ー
ム
シ
ョ
ッ

ト
」
で
す
。
20
〜
50
代
の
仲
間

が
集
ま
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る

仲
間
を
募
集
し
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
・
見
学
に
き
て

く
だ
さ
い
。
貸
し
出
し
の
ラ
ケ

ッ
ト
は
少
々
あ
り
ま
す
が
、
ラ

ケ
ッ
ト
と
シ
ュ
ー
ズ
は
な
る
べ

く
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

毎
週
金
曜
日
19
時
〜
22
時

※

３
月
・
４
月
は
学
校
行
事
の

関
係
で
体
育
館
が
使
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
場
所
】
舟
入
小
学
校
体
育
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

坂
田　

☎
０
９
０
・
２
８
２
７
・

６
７
８
９

（
フ
レ
ー
ム
シ
ョ
ッ
ト
）

◆
暴
走
行
為
を
し
た
あ
な

た
に
警
告

　

１
月
２
日
夕
方
、
香
北
青
少

年
の
家
の
駐
車
場
で
、
君
！
や

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
知
っ

て
い
て
、
暴
走
行
為
を
し
ま
し

た
ね
。
気
分
が
晴
れ
ま
し
た
か

？
こ
の
駐
車
場
は
、
「
手
の
ひ

ら
を
太
陽
に
」
の
詩
碑
の
前
で

す
。
香
北
町
の
顔
と
も
考
え
ら

れ
る
場
所
で
す
。
今
後
、
こ
こ

を
利
用
す
る
人
は
、
ど
ん
な
気

分
で
駐
車
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
な
た
が
ウ
サ
を
晴
ら
し
た

舗
装
面
と
駐
車
区
分
の
白
帯
に

は
、
黒
い
タ
イ
ヤ
痕
が
醜
く
残

さ
れ
ま
し
た
。
数
十
万
円
の
経

費
を
要
し
て
復
旧
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
当
然
に
復
旧
経

費
は
あ
な
た
方
が
負
担
す
べ
き

で
す
。
あ
な
た
の
車
の
特
徴
と

ナ
ン
バ
ー
は
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
。

す
ぐ
に
で
も
タ
イ
ヤ
痕
を
消
す

作
業
を
開
始
す
れ
ば
、
ま
だ
見

込
み
が
あ
り
ま
す
。
公
共
の
場

所
を
汚
し
て
平
気
で
い
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
あ
な
た
方
の
良
心

に
訴
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
生
）

　

香
美
市
・
ラ
ー
ゴ
市
姉
妹
都

市
締
結
40
周
年
事
業
。
訪
問
者

は
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
出
発

前
の
不
安
な
表
情
は
一
変
し
、

明
る
い
笑
顔
で
訪
問
の
様
子
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
ラ
ー
ゴ
と
言
え

ば
、
35
周
年
の
際
に
担
当
と
し

て
、
ラ
ー
ゴ
市
か
ら
の
来
訪
者

を
受
け
入
れ
し
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
当
初
予
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
急
き
ょ
行
う
こ
と
に
な
り
、

自
宅
を
提
供
す
る
な
ど
ハ
プ
ニ

ン
グ
続
出
で
し
た
が
、
離
高
前

の
来
訪
者
の
涙
を
見
て
担
当
で

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

資
料
や
訪
問
者
の
話
か
ら
聞

く
ラ
ー
ゴ
の
様
子
。
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
。
い
つ
か
訪
れ
て

み
た
い
な
と
思
い
ま
す
。（

細
木
）

 

私
は
高
知
工
科
大
基
盤
工
学

博
士
後
期
課
程
の
２
年
生
で
、

一
昨
年
の
10
月
に
来
ま
し
た
。

現
在
は
、
渡
邊
研
究
室
で
「
建

設
業
に
お
け
る
安
全
管
理
」
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
暮
ら
し
は
そ
ろ
そ

ろ
１
年
４
カ
月
に
な
り
ま
す
。

香
美
市
、
高
知
県
、
さ
ら
に
日

本
の
文
化
に
触
れ
、
楽
し
み
な

が
ら
日
本
理
解
を
深
め
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
日
本

の
多
様
な
地
域
文
化
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
の
で
、
留
学
先
を

日
本
に
決
め
ま
し
た
。
日
本
語

は
、
難
し
い
で
す
け
ど
、
綺
麗

な
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
や
先
生
、

友
達
の
お
か
げ
で
、
厳
し
い
研

究
生
活
を
楽
し
く
経
験
し
て
い

ま
す
。
私
の
研
究
室
で
は
「
地

域
共
生
」
を
目
指
し
て
い
る
の

で
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

へ
の
参
画
に
熱
心
で
す
。
私
の

研
究
室
は
、
１
月
23
日
に
J
A

土
佐
香
美
土
佐
山
田
支
所
で
行

わ
れ
た
「
食
べ
て
み
ん
か
ね
地

域
の
味
」
に
も
参
加
し
、
「
A

コ
ー
プ
と
さ
や
ま
だ
」
の
直
販

コ
ー
ナ
ー
や
市
内
の
圃
場
を
見

学
し
、
本
場
の
料
理
作
り
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

土
佐
山
田
ま
つ
り
は
お
も
し

ろ
い
で
す
ね
。
よ
さ
こ
い
鳴
子

踊
り
、
山
田
太
鼓
、
花
火
、
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
、
新

し
く
で
き
た
友
達
と
話
し
た

り
、
祭
り
な
ら
で
は
の
楽
し
み

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
正
月
休
み
は
、
ま

た
、
特
別
で
し
た
。
土
佐
山
田

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
依
光

さ
ん
の
家
族
と
一
緒
に
新
年
を

過
ご
せ
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
香
美
市
に
家
族
が
で
き

た
み
た
い
に
暖
か
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
香
美
市
の
皆
さ

ん
の
親
切
に
感
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

34

　　
安　

玉（
ア
ン　
テ
ィ
ン
ユ
）　　　

　
　
　
　
　
　
（
中
国
・
山
西
省
出
身
）

香美史

記訪探
第１０回
旧美良布村の
新四国八十八ヶ所
（香北町韮生野～岩改）
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　　作：國則　京花
（山田高校マンガ部）

１番から１番から１４番の石仏４番の石仏１番から１４番の石仏

北岩改地蔵堂の石仏北岩改地蔵堂の石仏北岩改地蔵堂の石仏

香北青少年の家駐車場香北青少年の家駐車場
広範囲にわたりタイヤの跡が広範囲にわたりタイヤの跡が
つけられているつけられている

香北青少年の家駐車場
広範囲にわたりタイヤの跡が
つけられている

大師堂の石仏大師堂の石仏大師堂の石仏

かや

きしゃく

ほ


